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教
員
の
確
保

　
教
員
の
採
用
に
関
し
て
、
ど

う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
優
れ

た
人
材
を
将
来
に
わ
た
り
安
定

し
て
確
保
す
る
た
め
、
他
府
県
も
含

め
て
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
採
用
試
験
で
は
、
よ
り
高

度
な
専
門
性
を
備
え
た
人
材
確
保
の

た
め
の
特
別
選
考
の
実
施
や
受
験
生

の
負
担
軽
減
、
受
験
機
会
の
確
保
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
教
職
へ
の
応
募
機
会
を

増
や
し
、
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
確

保
す
る
た
め
、
令
和
4
年
度
か
ら
秋

に
教
員
採
用
の
追
募
集
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

問答

緊
急
避
難
施
設
等
の
運
用  

　
他
国
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
へ
の

対
策
と
し
て
、
地
下
施
設
の
避

難
施
設
指
定
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
県
内
の
緊
急
一
時
避
難
施
設

に
つ
い
て
は
、
市
町
村
と
連
携

し
指
定
を
進
め
て
お
り
、
令
和
３
年

４
月
１
日
現
在
に
お
け
る
人
口
カ

バ
ー
率
は
、
2
2
6.
2
％
で
、
全
国

平
均
の
1
0
8.
5
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
下
施
設
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
堅
牢
な
建
物
に
つ
い
て
は
、

爆
風
等
か
ら
の
直
接
の
被
害
を
軽
減

す
る
効
果
が
大
き
く
、
今
後
も
、
そ

れ
ら
を
優
先
的
に
指
定
し
ま
す
。

問答

主
な
質
問
と
こ
れ
に
対
す
る
知
事
や
関
係
当
局
の
答
弁
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
要
約
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
と
今
後
の
対
応

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
今

後
の
感
染
拡
大
に
備
え
、
入
院
医
療

体
制
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
。

10
月
中
旬
以
降
、
新
規
感
染

者
の
増
加
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

今
後
、
新
た
な
変
異
株
の
出
現
な
ど

に
よ
る
感
染
の
急
拡
大
を
懸
念
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
冬
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
も
想
定
し
、

医
療
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
知
見
を
活
か
し
、
柔
軟

に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
入
院
医
療
体
制
で
は
、
県
内
各
圏

域
の
実
情
や
医
療
機
関
の
特
性
な
ど

を
考
慮
し
、
入
院
が
必
要
な
方
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
国
の
病
床
確
保
事

業
を
最
大
限
活
用
し
、
病
床
数
を
確

保
し
ま
す
。

問答

和
歌
山
県
大
学
生
等
進
学

支
援
金

　
支
援
金
制
度
の
概
要
と
直
近

２
年
間
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
進
学
意
欲
が

あ
り
、
能
力
が
高
い
低
所
得
世

帯
の
大
学
生
等
に
年
間
60
万
円
、
４

年
間
で
最
高
２
４
０
万
円
を
貸
与
し
、

大
学
等
卒
業
後
に
県
内
就
職
等
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
返
還
を
免
除
す
る

も
の
で
す
。
令
和
３
年
度
は
、
小
論

文
及
び
面
接
か
ら
な
る
検
査
と
、
高

校
で
の
学
習
状
況
を
も
と
に
選
考
を

行
い
、
46
名
に
貸
与
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
42
名
を
内
定
者
と
し

て
、
大
学
等
合
格
後
に
貸
与
す
る
予

定
で
す
。

問答

未
来
を
拓
く
子
供
を
育
て

る
環
境
作
り

妊
婦・子
育
て
家
庭
へ
の
伴
走

型
相
談
支
援
と
経
済
的
支
援
に
、

県
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
の

つ
な
が
り
も
希
薄
と
な
る
中
で
、

孤
立
感
や
不
安
感
を
抱
く
妊
婦・子

育
て
家
庭
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
伴
走
型
相
談
支
援
と

し
て
、
妊
娠
届
出
時
か
ら
、
出
産・育

児
等
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ
る
よ
う

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
面
談
や
情
報
発
信
、
相
談

対
応
等
を
行
い
、
必
要
な
支
援
等
に

つ
な
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
４
年
４
月
以
降
に

出
産
し
た
方
を
対
象
に
、
妊
娠
届
出

時
と
出
生
届
出
後
に
、
計
10
万
円
相

当
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
相
談
支

援
の
実
効
性
を
高
め
ま
す
。

　
県
と
し
て
は
、

市
町
村
が
円
滑

に
こ
れ
ら
の
事

業
を
実
施
で
き

る
よ
う
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

問答
特別委員会の開催
●行政改革・基本計画等に関する特別委員会 12月9日

予算案件（知事提出）

条例案件（議員提出）

条例案件（知事提出）

決算案件（　 〃　 ）

その他案件（   〃   ）

意見書

２件

２件

10件

２件

17件

７件

令和4年度和歌山県一般会計補正
予算　

和歌山県議会の保有する個人情報
の保護に関する条例　等

知事及び副知事の給与その他の給
付条例の一部を改正する条例　等

令和3年度和歌山県歳入歳出決算
の認定について　等

令和4年度建設事業施行に伴う市
町村負担金について　等

成年後見制度の充実を求める意見書

北朝鮮による日本人拉致問題の早
期解決を求める意見書

走行距離課税の導入反対に関する
意見書

知的障害者・知的障害行政の国の対
応拡充を求める意見書

マイナンバーカードを強制する健康
保険証廃止の撤回を求める意見書

高齢者の移動手段の確保を求める
意見書

香料の成分表示や法規制の検討等
を求める意見書

可決

可決

可決

認定

可決

可決

否決

項目 件数 結果概要

議決結果・意見書等

12月定例会の概要
会期中の主な動き

濱口　太史
楠本　文郎

中西　　徹
佐藤　武治

　12月6日（火）

会期　11月29日から12月15日までの17日間

玄素　彰人
岩井　弘次

林　　隆一
堀　　龍雄

  12月7日（水）

杉山　俊雄
谷口　和樹

山家　敏宏
鈴木　德久

　12月8日（木）

片桐　章浩
中　　拓哉

川畑　哲哉
井出　益弘

  12月9日（金）

【一般質問議員 １６人】
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自宅や出先から
手続きが完了！ 行 政

申 請

和
歌
山
県
の
す
ば
ら
し
さ

　
仁
坂
知
事
は
和
歌
山
県
の
す

ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

　
和
歌
山
県
の
す
ば
ら
し
さ
は

第
一
に
自
然
の
美
し
さ
、
環
境

の
良
さ
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食
材

も
い
い
し
温
泉
も
あ
る
。
こ
う
い
う

自
然
が
文
化・伝
統・歴
史
と
一
体
と

な
っ
て
、
世
界
遺
産
や
日
本
遺
産
と

し
て
国
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
第
二
の
良
さ
は
、
人
間
だ
と
思
い

ま
す
。
歴
史
上
の
偉
人
を
輩
出
す
る

だ
け
で
な
く
、
経
済
界
で
も
科
学
の

世
界
で
も
多
く
の
人
た
ち
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
偉
人
だ
け
で
は

な
く
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
乗
組

員
の
救
助
に
当
た
っ
た
串
本
町
の

人
々
、
ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
遺
徳

を
た
た
え
続
け
る
美
浜
町
や
日
高
町

の
人
々
。
こ
う
い
っ
た
市
井
の
人
々

の
献
身
的
な
振
る
舞
い
や
誠
実
さ
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
も
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
よ
そ
者
を
差
別
し
な
い
、

こ
れ
は
和
歌
山
県
の
す
ば
ら
し
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

問答仁
坂
県
政
16
年
を
振
り

返
っ
て

　
仁
坂
知
事
の
思
い
、
県
民
、

県
議
会
、
県
職
員
に
向
け
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
。

16
年
間
で
こ
れ
ま
で
和
歌
山

の
発
展
を
阻
害
し
て
き
た
要
因

は
随
分
取
り
除
か
れ
ま
し
た
。
今
後

の
発
展
の
基
礎
条
件
を
整
備
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
議
会
の
皆
様
に
は
、
き
ち
ん
と
県

政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ま
た
、
協
力
し

て
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。

　
県
民
の
方
に
は
、
生
ま
れ
故
郷
の

知
事
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
き
、

良
い
評
価
を
も
ら
え
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
。

　
県
庁
の
皆
さ
ん
に
は
、
私
の
要
求

に
よ
く
応
え
て
、
県
政
を
立
派
に
盛

り
立
て
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
全
て
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
楽
し

く
仕
事
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問答

職
員
採
用
試
験

　
就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と

し
た
県
職
員
採
用
試
験
の
状
況

と
、
今
後
の
取
組
は
ど
う
か
。

　
就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と

し
た
職
員
採
用
試
験
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
各
年
度
５
名
の
採
用
予

定
で
実
施
し
て
お
り
、
令
和
５
年
４

月
の
入
庁
予
定
者
を
含
め
14
名
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
就
職
氷
河

期
世
代
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら

引
き
続
き
氷
河
期
世
代
の
採
用
を
推

進
す
る
よ
う
依
頼
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問答

国
の
重
要
文
化
財
等
の
活
用

　
本
県
に
あ
る
国
の
重
要
文
化

財
等
に
指
定
さ
れ
て
い
る
建
造

物
を
活
用
し
、
観
光
誘
客
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

　
本
県
で
は
、
84
件（
答
弁
時

点
）の
建
造
物
が
国
宝・重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
歴

史・文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
、
食
、
温

泉
、
体
験
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
旅

モ
デ
ル
を「
わ
か
や
ま
歴
史
物
語
」と

し
て
取
り
ま
と
め
、
情
報
発
信
や
周

遊
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
重
要
文
化
財
等
の
歴
史

的・文
化
的
価
値
を
発
信
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
観
光
資
源
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
誘
客

促
進
に
努
め
ま
す
。

問答

水
産
物
の
販
路
拡
大

　
新
た
な
手
法
に
よ
る
水
産
物

の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
、
県
は

ど
う
考
え
る
か
。

　
産
地
市
場
に
水
揚
げ
さ
れ
た

漁
獲
物
は
、
消
費
地
卸
売
市
場

を
経
由
し
て
流
通
す
る
の
が
主
流
で

す
が
、
近
年
は
産
地
直
売
所
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新
た
な
販

売
方
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
本
県
で

も
消
費
者
に
直
接
販
売
す
る
漁
業
者

が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　
県
で
は
、
漁
業
者
の
所
得
向
上
に

向
け
、ｅ
コ
マ
ー
ス
導
入
支
援
な
ど

を
通
し
て
、
引
き
続
き
県
産
水
産
物

の
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

問答

津
波
避
難
へ
の
県
民
意
識

　
津
波
避
難
に
対
す
る
県
民
意

識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
県
は

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
津
波
か
ら
逃
げ
る
意
識
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
広
報
啓

発
活
動
や
、
避
難
に
対
す
る
教
育
、

各
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
令
和
４
年
７
月
の
自

主
防
災
組
織
の
情
報
交
換
会
に
は
定

員
の
２
倍
近
い
応
募
が
あ
り
、
ま
た
、

「
出
張
！
減
災
教
室
」の
申
込
み
が
既

に
昨
年
度
を
上
回
る
な
ど
、
県
内
の

防
災
活
動
も
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
市
町
と
協
力
し
な
が

ら
防
災
意
識
を
高
め
て
い
く
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

問答

化
学
物
質
過
敏
症

　
香
り
の
刺
激
に
よ
る
化
学
物

質
過
敏
症
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
改
善
や
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る

啓
発
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
化
学
物

質
過
敏
症
に
関
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
や
県
民
の
友
で
の
周

知
啓
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
よ
り

簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
症
状
例
や

症
状
を
誘
発
す
る
可
能
性
の
あ
る
物

質
に
つ
い
て
掲
載
す
る
な
ど
、
内
容

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
が
作
成
し
た
香
り
へ
の

配
慮
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
活
用
し
、

公
共
施
設
で
の
掲
示
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

問答 高
校
生
が
使
う
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末

　
県
立
高
等
学
校
の
生
徒
に
貸

与
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

は
県
下
統
一
で
あ
る
が
、
生
徒
が
自

分
の
機
器
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。

　
生
徒
に
同
じ
端
末
を
貸
与
す

れ
ば
、
生
徒
同
士
が
互
い
に
教

え
合
う
こ
と
が
で
き
、
教
員
は
機
器

ト
ラ
ブ
ル
等
へ
の
対
応
を
一
元
的
に

で
き
ま
す
。

　
一
方
、
端
末
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
し
た
場
合
、
学
校
と
家
庭
で
継
続

的
な
学
習
が
促
進
さ
れ
、
日
常
的
な

活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
生
徒
に
よ
る
端
末
選
択
に
つ
い
て

は
、
次
期
更
新
に
向
け
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問答

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対
応　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
防
疫

措
置
を
、
県
職
員
だ
け
で
行
う

の
は
な
ぜ
か
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
ん

延
防
止
の
た
め
、
家
畜
伝
染
病
予
防

法
の
規
定
に
よ
り
、
と
殺
、
死
体
の

焼
却
、
汚
染
物
品
の
焼
却
、
畜
舎
の

消
毒
等
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

早
期
の
防
疫
措
置
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
今
回
の
案
件
で
は
、
４
万
羽
を
超

え
る
鶏
を
、
所
有
者
だ
け
で
は
処
理

で
き
な
い
た
め
、
県
が
防
疫
措
置
を

講
ず
る
こ
と
を
決
定
し
、
県
民
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
配
慮
し
た

上
で
、
県
職
員
延
べ
２
１
０
０
人
を

動
員
し
て
迅
速
に
対
応
し
ま
し
た
。

問答

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ（
エ
ネ
オ
ス
）

和
歌
山
製
油
所
跡
地
の
活
用

今
後
の
期
待
と
事
業
拡
大
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

　
製
油
機
能
停
止
後
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
、Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
と

国
際
石
油
資
本
大
手
企
業
が
、
和
歌

山
製
油
所
で
脱
炭
素
化
に
向
け
た
持

続
可
能
な
航
空
燃
料（
Ｓ
Ａ
Ｆ
）の
製

造
事
業
化
に
関
す
る
調
査
を
行
う
と

発
表
し
ま
し
た
。

　
量
産
体
制
の
事
業
化
が
実
現
す
れ

ば
、
地
域
経
済
や
雇
用
へ
の
好
影
響

と
国
産
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
一
大
製
造
拠
点
と

な
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
速
や
か
に
Ｓ
Ａ
Ｆ
事
業

化
が
実
現
す
る
よ
う
県
を
挙
げ
て
協

力
し
、
和
歌
山
に
お
け
る
更
な
る
事

業
拡
大
を
、Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
と
国
に
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
便
性
向
上
へ
の
取
組

　
利
便
性
向
上
に
向
け
て
、
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
子
育
て・介
護
分
野
の
主
要

な
手
続
に
つ
い
て
、
令
和
４
年

度
末
ま
で
に
全
て
の
市
町
村
に
お
い

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い

た
電
子
申
請
に
よ
る
受
付
を
開
始
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

住
民
票
の
写
し
の
交
付
申
請
な
ど
、

子
育
て・介
護
分
野
以
外
の
手
続
に

つ
い
て
も
、
県
が
標
準
様
式
を
作
成

す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
が
様
々
な
場
面
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
を
実
感
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
関
係
部
局

や
市
町
村
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

問答

し
せ
い






